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論文内容の要 1::. 国
本論文は，原子炉化学上重要な物質の迅速で有用な分離法の研究をまとめたもので全 7 辛からなっ
ている。対象は，主に核分裂生成物(以下 FP と略記)ネプツニウムおよびカリウム同位体であり，
方法は，焦点クロマトグラフ法と融解塩イオン交換法とによっている口
第 I 章は，原子炉化学における物質の分離について，必要性と意義との考察をなし，本研究の位置
について概説し緒論としている。
第 2 主主は，原子炉で熱中性子照射したウランにつき，そこに含まれる FP の分離を焦点クロマトグ
ラフ法で行なったところの記述をしている D
すなわち， FP 分離のための種々の条件を検討し，とくに錯形成剤としての乳酸とトリニトリロ酢
酸ナトリウムの有効性を強調している。
第 3 章では， 235U の核分裂の結果生ずる 99Mo と， 238U が熱中性子捕獲で生ずる 239Np とを第 2 章
で検討した焦点クロマトグラフ法により定量して，各その母体核種ウランを同位体別に同時定量する
ことに成功した結果を述べている D これにより得た同位体比の値は，質量分析で得た値と満足すべき
一致を示した旨を述べている。
第 4 章では，ネプツニウムの化学形による焦点クロマトグラフ的挙動を解析したところを述べてい
る。すなわちネプツニノレ・イオンとして負極側にオギザラート中性分子として原点に，オギザラート
.アニオンとして正極側にて焦点帯をつくる 3 様の化学形を見出している。
第 5 章では， FP の中で最も化学形の複雑な挙動をする jレテニウムについて I06Ru をトレーサとし
て焦点クロマトグラフ的に追求したところを述べている口すなわち， 3 価と 4 価の jレテニウムの塩化
物を出発物質として，これらがクロロ・アコ・ヒドロキシ錯体となって行く時間的変化を追って，化
学形の変化過程の解明を行なっている。
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第 6 章では，焦点クロマトグラフ法では分離の困難なアノレカリ金属の例としてカリウムをとり上げ
その硝酸塩の融体を 3700C において， リン酸ジノレコニノレをイオン交換剤として使用することにより
39K と 41K の同位体濃縮に成功したところを述べている。
第 7 章では，以上の各法の批判を，主として分離化学の立場から論じて，本研究の意義を述べてい
る。
なお，附録として， 239Np が 239U から生れ 239PU に壊変する聞に，定量的評価ができる基礎を放射
化学的に考察したものと，分離係数の温度及び質量依存性の参照事項とを附している。
論文の審査結果の要旨
本研究の成果は次の各項のようなものであると認める。
(a) 焦点クロマトグラフ法において，試薬の使用を改良進歩せしめ，そのため FP の成分の群別
分離を短時間内に行なう方法を開発した。
(b) 上法によってウランの同位体存在比を速やかに知る方法を樹立した。
( c) また上法により，ネプツニウムの挙動を明らかにし，放射化学的純のネプツニウムの単離に
成功した。
(d) なお上法により， )レテニウムの複雑な化学的挙動を明らかにし， FP の化学に有用な情報を
もたらした。
( e ) 融解塩中のイオン交換剤を開発し，しかもそれを同位体分離法にまで発展させた。
以上のように本論文は，原子力工学に貢献するところ大であるから，博士論文として価値あるもの
と認める。
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